
 

 

 

２０２４年６月１２日 
東京臨海 RC   【第 1316 回例会】 

東京臨海北斗 RSC 【第 124 回例会】 

6 月 12 日の卓話 6 月 19 日の卓話 

「イニシエーションスピーチ」 
 

東京臨海 RC会員 飯野晃司様 
 

 
 

 
「イニシエーションスピーチ」 

 
東京臨海 RC会員 荒井一則様 

 
 

 
 
 
 

≪2024 年 6 月 5 日例会報告≫ 

 東京臨海 RC 第 1315 回 例会   

 東京臨海北斗 RSC 第 123 回 例会 

司会：江副会員 

■点鐘：東京臨海 RC 酒井教吉会長 

    東京臨海北斗 RSC 大貫翔吾議長 

 
■国歌斉唱「君が代」 

：ソングリーダー：太田副委員長 

■ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」東京臨海 RC抜萃 Ver.唱和 

：佐藤大輔会長エレクト 

 

■来賓・ゲストスピーカー紹介：酒井教吉会長 

 ゲストスピーカー:上村直矢様 

(東京臨海北斗 RSC会員） 

 
■ビジター紹介：入澤会員 

 井上健士様（フィジー諸島スバ RC） 

 渡辺真吾様（東京臨海南 RC） 

■６月のお祝い：親睦委員会 寺田委員長 

 
◇東京臨海ロータリークラブ 

・会員誕生日  

小林健一郎会員、柴田 剛会員、井上晴貴会員、 

本多信雄会員 
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・奥様誕生日                

須藤宗之助会員夫人、伊佐康暢会員夫人、 

佐藤大輔会員夫人、岩楯佳司会員夫人 

・結婚記念日               

酒井教吉会員、田村浩康会員、岩楯佳司会員、 

櫻田誠一会員、山田政弘会員、萩原省一会員 

・出席１００％ 

4年：坂本康朋会員 

 
◇東京臨海北斗ロータリー衛星クラブ 

・会員誕生日               

栗山智宏会員、倉田朋広会員、笹島弘隆会員、 

上村直矢会員 

 
・奥様誕生日 

該当者いらっしゃいません。 

・結婚記念日 

笹島弘隆会員 

・出席１００％  

該当者いらっしゃいません。 

・「誕生日の歌」：ソングリーダー：太田副委員長 

 

 
・１分間スピーチ：小林健一郎会員 

■会長報告：酒井教吉会長 

 
・シンガポールで行われました国際大会に参加してま

いりました。 

国際大会に初めて参加された会員の今翔乃様より、

感想をお話しいただきました。 

・栃木ガバナーからのご連絡です。 

台湾東部地震災害支援金として国際ロータリー第

2580地区口座にお寄せ頂きました 600万円を 

 5月 22日付けで日本の取り纏め先に送金致しました。

台日親善会議を通じて、国際ロータリー第 3490地区

(台湾東部)へ送金頂く予定になっております。 

・地区ロータリー財団委員会からのご連絡です。 

 145 万人以上が被災したブラジル南部での大洪水を

受け、ロータリー財団は「ブラジル洪水救援基金」を

設定いたしました。 

この基金は、被災地であるリオグランデ・ド・スル州

で避難を余儀なくされ、電力や安全な水を利用でき

ない人びとに救援物資を提供する会員主導のプロジ

ェクトのための災害救援地区補助金の財源となりま

す。 

国際ロータリー第 2580 地区口座では取りまとめは

いたしませんので、ご寄付いただける場合には、ロ

ータリー財団に直接お願いいたします。 

ご寄付頂ける場合は、寄付送金明細書の「寄付分類」

欄で「その他（ブラジル洪水救援基金）」としてくだ

さい。 

■幹事報告：柴田 剛幹事 

 
・今年度最終夜間例会は、6月 26日(水)18時～20時・

東武ホテルレバント東京 4 階「錦の間」にて開催い

たします。準備の都合がございますので、出席の返

信がまだの方は、6月 10日までにお知らせくださる

ようお願いいたします。6月 26日は、お昼の例会は

ございません。 
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・ロータリーの友 6 月号を本日メールボックスにお入

れしました。 

・ガバナー月信 6月号を 5月 31 日会員皆様へメール送

信いたしました。 

・6月度定例理事役員会を本日例会後 13時 45分より 3

階「松・桐の間」にて開催致しますので、今年度と次

年度の理事役員の皆様は、ご参集下さるようお願い

いたします。 

・6月のロータリーレートは、１ドル＝157円です。 

■委員会報告 

・ロータリー情報（斉藤クラブ研修リーダー） 

 
ロータリーの友 6月号紹介 

春の家庭集会について 

・小松次期幹事 

 ①次年度各委員会担当の皆様には、2024-2025年度 

活動方針と計画書の提出をお願いしております。 

提出締切日は 6月 14日とさせて頂いておりますので

ご提出を期日までにお願いいたします。 

②2024-2025年度初例会は、7月 3日(水)です。 

当日は 12時 25分より新旧引継式を開始いたします。 

初例会の出席の有無を 6月 20日までにお知らせくだ

さるようお願いいたします。 

■出席状況報告：畠山副委員長 

 
・東京臨海 RC 

 会員数：48名 

出 席：33名（例会場：33 名 ZOOM：0名） 

欠 席：15名 

 出席率：71.74％ 

・東京臨海北斗 RSC  

 会員数：28名 

出 席：10名（例会場：8名 ZOOM：2名） 

欠 席：18名          

出席率：35.71％ 

■ニコニコ BOX報告：今 翔乃委員 

 
 

【東京臨海ＲＣ】 

(ご意向) 本日は上村さんのイニシエーションスピー

チ楽しみにしています！：酒井会長、井上副会長、柴

田幹事、村社会員、寺田会員、小松会員、入澤会員、 

須藤会員、本多会員、斉藤会員、佐藤会員、秋田会員、

内海会員、山田晃久会員、伊佐会員、工藤会員、 

太田会員、大西会員、田中会員、櫻田会員、今井会員、 

荒井会員、江副会員、佐久間会員、小林健一郎会員、

松村会員、坂根会員、坂本健太郎会員、岩楯会員、 

尾身会員、坂本康朋会員、畠山会員、今会員 

 
 

【東京臨海北斗ＲＳＣ】 

(ご意向)今期もあと 1 ケ月となりましたが、本日もよ

ろしくお願いします。本日は上村さんのイニシエー

ションスピーチ楽しみにしています。：大貫議長、 

笹島会員、福田会員、沓澤会員、内田会員、藤中会員、

上村会員、樋口会員、斉藤会員（東京臨海 RC）、 

 
 

■卓 話  （紹介者：江副会員） 

「イニシエーションスピーチ」 

東京臨海北斗ロータリー衛星クラブ 

会員 上村直矢様 

 
 

 

■点鐘：東京臨海 RC 酒井教吉会長 

    東京臨海北斗 RSC 大貫翔吾議長 

 
 

 

東京臨海ＲＣ 

【31 件 50,000 円 今年度累計 1,606,000 円】 

東京臨海北斗ＲＳＣ 

【9 件 10,000 円 今年度累計 325,000 円】 
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青少年交換学生 田邉さくらさん 

マンスリーレポート（４月） 
 

4月の 1週目まではヨーロッパツアーがありました。 

多くの場合は留学先の国旗にメッセージを書き合うこ 

とが多いかと思うのですが、ヨーロッパツアーが終わ 

ってからツアーに参加しているインバウンド全員が自 

分の母国の国旗にサインしてしまっていることに気付 

き、少し残念でした！とはいえ、今までインバウンド 

に会うたびに持ち歩いていた日本の旗に皆からのサイ 

ンをもらえたのも素敵な思い出です！ 

ヨーロッパツアーが終わった後からは留学生活がもう 

すぐで終わってしまうんだという実感がわき、週末や 

学校帰りには大切な仲間であり、家族のようなインバ 

ウンドと集まり、美術館を訪れたり、まだ叶えきれて 

いないことを叶えていっています。 

美術館を訪れた際には二つ目のホストファミリーのホ 

ストマザーに偶然会うことができました。その前日に 

は電話で、会う予定を立てようとお話していたため、 

嬉しさと同時に驚きました。 

Nacht der Museenという夜中にデュッセルドルフにあ 

る美術館を好きなだけ巡ることができるイベントにも 

インバウンドの友達と参加することができました。 

ホストマザーがおすすめしてくださった美術館を訪れ 

ることもでき嬉しかったです。デュッセルドルフはド 

イツの中でも素敵な美術館が多いため、建築やアート 

に興味がある私にとってはとても充実した時間を過ご 

すことができ、幸せです。 

同い年のホストシスターとは同じクラスのため、一緒 

に登校しています。ホストシスターは趣味やお友達と 

の予定で忙しく、なかなか登校時間以外はお話しする 

ことも難しいですが、週末には一度夜ごはんを一緒に 

食べにお出かけに行くことができました。 

先日ホストペアレントがお仕事で祖母もお家に帰らな 

いといけなくなり、1人で弟の面倒を見ないといけない 

状況になってしまった時、毎回抱っこしても泣いてし 

まっていた弟が、はじめて泣かないで抱っこさせてく 

れて、やっと慣れてきてくれてとても嬉しく、幸せな 

瞬間でした。6歳の妹とはドイツ語が通じやすく、また 

新しい単語を会話から学びやすいため、一緒に遊んで 

いる中で楽しむだけではなく、ドイツ語を学ぶことも 

でき嬉しいです。学校から帰宅後、近くの公園に行き 

一緒に遊んだり、一緒にキッズ番組を見たり、大好き 

な小さな兄弟と楽しく過ごしております。ホストペア 

レントは共働きのため、ホストペアレンツより祖母と 

帰宅後はお話しすることが多いですが、ホストペアレ 

ントとも週末はゆっくりお話しすることができて、い 

つも賑やかなお家で楽しいです。 

今の家庭では平日は帰宅後、自分でごはんを作る形の 

ため、ドイツで過ごしはじめてから 9ヶ月、とても体 

重が増えてしまったため       少しでも体重を減らすた 

めに、食に関して自分で調整ができるため嬉しいです。 

春になりテニスの習い事は再開し、一緒に習っていた 

クラスメイトは辞めてしまいましたが、習い事で出来 

たお友達にはまた毎週会うことができています！ 

最近は学校帰りには図書館に毎日通っております。 

帰宅後は夕方まで兄弟の面倒を見ることが多いため、 

図書館で学校の宿題を終わらせたり、自分の時間を確 

保することができ、学校の目の前に図書館がある環境 

に感謝しております。 

 

青少年交換学生 田邉さくらさん 

マンスリーレポート（５月） 
 

ホストファミリーとの都合から、今月は例会、また 

Abend Meetingに参加することが難しく、ホストロー 

タリークラブの旅行にホストファミリーと参加させて 

いただきました。 

2泊 3日(31/5-2/6)、ドイツ最古の街 Trierを訪れま 

した。毎月の例会以上にロータリアンの皆様、またそ 

のご家族とお話しすることができ、とても楽しかった 

です。 

週末はインバウンドの仲間とまだ行けていない場所を 

訪れました。また、ホストファミリーの友達がお家に 

いらっしゃり、一緒にお食事をしたり、小さな兄弟と 

公園やお家のお庭で遊んだり、のんびり過ごしました。 

父の日、母の日には日本から持ってきていたお土産を 

プレゼントし、喜んでくださいました。また、今月は今 

のホストファミリーと初めてお出かけもすることがで 

き嬉しかったです。ホストマザー、祖母、下の三兄弟と 

アイス屋さんに行き、一番下の弟がはじめてアイスを 

食べ、とても美味しそうに食べていて癒されました。 

ホストマザーと妹と手つなぎブランコもし、なんだか 

懐かしくなりました。手つなぎブランコは世界共通の 

遊びだということにも驚きました。 

妹とは日本から持参していた知育菓子も一緒に作るこ 

とができました。楽しそうに作っていましたが、お口 

に合わなかったようです。 

10日の夜には人生初のオーロラを見ることができ、感 

動しました。インバウンドの仲間がオーロラを見れる 

かもしれないことを教えてくれ、自宅のお庭に出てみ 

たらうっすらと赤紫のオーロラが見えました。美しい 

ということ以上にオーロラを見れていることが信じら 

れませんでした。ホストファミリーにも連絡をしてみ 

ましたが、ドイツでは珍しいことではないのか、驚い 

ておらず、少しカルチャーショックでした。 

ドイツツアー、ヨーロッパツアーで仲良かった違う地 

区のインバウンドがホストファミリーとデュッセルド 

ルフに来てくれ、再開することもできました。次会え 

るのは数年後だねと１, 2カ月前に泣きながらお別れ 

をしていたため、帰国前にまた会うことができとても 

嬉しかったです。 

学校のコーラスの活動では 6, 7月にあるコンサートに 

向けて練習を毎週楽しく頑張っています。 2カ月前か 

ら皆が集中して対策していた ZP10という 10学年が受 

ける大きなテストも皆と一緒に受けてみました。科目 

はドイツ語、数学、英語で、5年生から学んだことすべ 

てが内容に含まれているため、先生と相談し英語のみ 

を受けました。ドイツの英語のレベルは高く、授業も 

ほとんどのテーマは難しいと感じたため、個人的には 
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テストも難しかったです。ただテスト前に対策した範 

囲も出たため嬉しかったです。 

ホストロータリークラブの旅行にはホストマザーと下 

の 2人兄弟と参加しましたが、同い年や少し下の学年 

の友達を作ることができ、とても充実した時間となり 

ました。アニメ好きで、日本のことを質問してくれた 

り、ちょっとしたことで笑えあえる友達に出会うこと 

ができ嬉しかったです。また、ロータリアンの皆様が 

訪れた場所の歴史などをその都度教えてくださり、大 

変勉強になりました。 

残り 1か月、これから学校の修学旅行、コーラスのコ 

ンサート、ローテックスウイークもあるため、最後ま 

で楽しみ、多くのことを学び、ドイツの見つけられて 

いない世界をまだまだ探検していきたいです。 

 

先月から写真を添付しようとすると、更新できず、写 

真が添付できず申し訳ございません。 

 

 

 

【第 3グループ】 

2024年 6月 5日（水）開催  

テーマ「ロータリーに気づいて活用～ロータリアンと 

して成熟しよう」 

出席者（順不同・敬称略） 

臨海 RC：内海（リーダー）、田中（サブリーダー）、今、 

坂本（健）、坂根、尾身 

臨海北斗 RSC：濵田（書記）、倉田、笹島、須田 

 
ディスカッション内容 

・ロータリークラブに入ってよかったなと思ったこと 

・ロータリーに気づいて活用したこと 

・ロータリアンとして成熟したなと思ったこと 

・その他、感想や自由コメント 

以下、発表内容（発表順） 

①坂本健太郎会員 

ロータリークラブに入ってから、様々な業種の方々と 

巡り合えて、皆さん全員がとてもモチベーションが高 

く、普段関係を持てない方々と交流を持てたことが良 

かったと思っています。自分に足りない部分を、ロー 

タリーの方々から刺激を受けることによって、埋めて 

いけております。 

また、らいおんはーとをはじめ奉仕活動について学ぶ 

ことが出来、今まで取り組んでいなかったことに取り 

組んでいこうという積極的な考えを持つことが出来ま 

した。 

②笹島会員 

ロータリーに入ったことで狭い世界から広い世界を知 

ることが出来ました。稼いだお金をいかに有効に使う 

か、いかに社会に貢献できるか、という事を学ぶこと 

が出来ました。 

プライベートではロータリアンとの親睦によって自ら 

の趣味も増え、充実した日々を過ごせています。そし 

て何より自身のこと以外の存在に目を向けられるよう 

になったことで、自分の成長を感じられます。 

会社のオフィスにはロータリーの４つのテストを掲示 

し、社内にまとまりを持たせることが出来ました。今 

後ともロータリーを活用して自事業、および自分自身 

を成熟させて行きたいと思っています。 

③坂根会員 

ロータリーに入ってすぐに気づいたのは「すごい仲間 

が出来た！」ということです。仲間の存在にとても良 

い刺激を受けて自事業に励めています。広く大きな世 

界を知ることが出来た事で自事業に役立てることが 

多々ありました。 

らいおんはーとの賛助会員に入らせて頂いたことで奉 

仕に貢献しているという意識が芽生え、自事業の経営 

のモチベーションアップにもつながっています。今後 

ともロータリーを活用して、自らを成熟させて行きた 

いと思っています。 

④須田会員 

ロータリーに入ってから様々な異業種の経営者の方と 

知り合え、先ず感じたのが経営者の方々の覚悟の思い 

です。今までは自分がいる会社、グループの中だけの 

世界観で自分の物差しでしか見ることが出来ていなか 

った視界が、ぱぁっと広がったと感じます。私もロー 

タリークラブの活動を基に自分をもっと成長させて行 

きたいと考えております。 

⑤今会員 

シンガポールの国際大会、バギオ訪問を経て、大変貴 

重な経験をさせて頂いたのだと改めて実感しておりま 

す。ロータリーを通じて出会えた仲間と様々な経験を 

したこと、学べたこと、ロータリーで経験したこと、す 

べてを含めて“ロータリークラブ”なのだと感じてお 

ります。この世界を体験出来たことが自分には大変良 

い刺激となっています。 

現在、自事業で特定技能実習生を受け入れていますが、 

ロータリー仲間に教えてもらった英会話を習い、技能 

実習生と外国語でのコミュニケーション取る試みをし 

ており、様々なことにチャレンジするようになりまし 

た。 

個人資産 40万円の男が資産 1兆円を超える人物と並ん 

で一緒に写真に写ることが出来るこの世界を、面白お 

かしく楽しんでいます。引き続きロータリークラブを 

活用し、自分を成長させて行きたいと思っています。 

⑥田中会員 

現在、週報の担当をやらせて頂いております。ロータ 

リーに入ってから日々勉強させて頂いておりますが、 

今までの自分がいかに井の中の蛙であったかを思い知 

春の家庭集会報告 
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りました。大変良い刺激を受けた事で、自分の中の狭 

い世界から抜け出そうと努力しています。大きな世界 

を知ったことで自事業に大いに役立てられていると感 

じます。 

また、様々な年代の方がいらっしゃり、高齢になられ 

ても例会に毎回出られて私も自然な形で交流すること 

が出来てとても新鮮な気持ちです。自分も将来にわた 

り長くロータリーに在籍し、昔を語り合える仲間を作 

っていきたいと考えております。 

⑦濵田会員 

ロータリアンになってしばらくは、自分の中でロータ 

リアンとしての具体的な方向性が明確ではありません 

でした。臨海北斗 RSCで理事会メンバーに加えて頂い 

たことや、会場監督委員を仰せつかったことでクラブ 

のために何が出来るか？に集中して考える機会を得ま 

した。その結果、それらは実は難しいことではなく、ち 

ょっとした目配り、気配り、心配りを意識するだけで 

クラブの皆のために役立てる、クラブのためになる、 

クラブ奉仕に繋がっていくということに気づけました。 

その一歩を自ら踏み出すことが私のロータリーの気づ 

きであり、成熟には遠いかもしれないですが、成熟と 

いう点に一歩近づいた事であります。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

⑧倉田会員 

異業種の経営者の方々と知り合えて気付いたのは、例 

外なく皆さん明るい表情をされています。その姿はと 

ても心強さを感じます。 

私は人と距離を取る癖がありますが、それがロータリ 

ーに入ってから徐々に改善されてきました。ロータリ 

ーの目的である奉仕の思いをもっともっと理解して、 

自分の成長に役立てて行きたいと思っております。 

⑨尾身会員 

私の会社のテーマは「ワクワク」を基本にしています。 

お金ばかりを追い求めた経営はいつか綻びが生じると 

考えています。社会のために、地域のためにはどんな 

経営が良いのか、世の中の流れにあった経営を行うこ 

とを考え、実行に移している最中です。 

ロータリーは多くの異業種のメンバーと知り合え、そ 

して自分がやってきたことの答え合わせの場だと考え 

ております。今の自分の立ち位置を俯瞰して感じてい 

ること、そのものが自分のロータリーの活用だと思っ 

ています。 

⑩内海会員 

ロータリーに入って素晴らしいなと思ったことは、有 

力な経営者の皆様と“経営”とは別の関係性で、関係を 

持てたことです。例えば、自事業活性化委員会の講演 

をさせて頂いた際に、鈴木会員に講演の内容を相談さ 

せて頂きましたが、「すぐに行動に移る」その姿を見せ 

られた私はとても感銘を受けました。1日の間に多くの 

内容のやりとりをさせて頂き、鈴木会員の圧倒的なエ 

ネルギーを目の当たりにしてとても貴重な体験をさせ 

ていただきました。 

ロータリーの活動を通じて思ったことは、一人ひとり 

それぞれ果たすべき役割がある、という事です。様々 

な年代の方が集まる中で、割り当てられた役割を果た 

そうと思う気持ちや行動が重要であると気付かされま 

した。これは経営を行う上でも同様であり、必要な役 

割を果たすように行動をし続けることが、ロータリア 

ンとしても、一個人としても、成熟につながっていく 

と考えています。 

 

【第 4グループ】  

2024年 6月 5日（水）開催 

テーマ「ロータリーに気づいて活用～ロータリアンと 

して成熟しよう」 

出席者（順不同・敬称略） 

小松啓祐、佐藤大輔、本多信雄、地引智明、萩原省一 

三宅裕介、樋口義之 

 
①樋口会員 

人からの気づきに対し、自分がそれを活かしきれてい 

ない。自社のグループ色が強く縛りを感じることもあ 

るが、本当はそうではなく自ら積極的に動いていくべ 

きだと思うし、それが自分の今後のテーマとなる。 

次年度議長になるにあたり、自らを変えていけるよう 

に頑張っていきたい。 

②小松会員 

ロータリアンの社長は皆、そうでない社長と比べてち 

ゃんとしていると思う。しかしロータリーに対する深 

さによって、社長スタイルや考え方等に違いが出てく 

ると感じた。 

それだけロータリーでの学びというものは経営者とし 

て、人としての学びに直結していると思う。 

臨海南ができ、中間層が一気に抜けたときに、これま 

で以上にちゃんとしなければと思った。これからも頑 

張っていきたい。 

③佐藤会員 

次年度２回目の会長をやるにあたり、「ロータリアンと 

しての成熟 PART２」というターゲットにし、「成熟」と 

いうキーワードに前回同様こだわった。 

自事業の発展や安定、盤石化を求めて入会し、ロータ 

リーでの人脈やそこでの経営の学びによりそれを得た 

人が大勢いるが、実はそこだけではなくロータリーの 

学びも大きく自社の経営に影響を及ぼしている。ロー 

タリー活動をしているうちにいつの間にかロータリー 

の知識や考え方が染みつき、自身の経営スタイルが変 

わっていく。ロータリアンとして成熟することはロー 

タリー内部だけの話しではなく、その人の人生に良い 
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影響を与えると思う。 

④萩原会員 

まだ入会して間もなく、分からないながらも、入った 

お陰で色々な社長との接点が持てた。 

今後も色々な学びや接点が作られていくと思うので、 

例会も都合をつけて出ようと思う。 

次年度 RCCの担当となるが、一人ではできないような 

ことが集まれば可能になるところがすごく良いと思う。 

ゴルフでも遊びでも、何か得るものが必ずあるという 

意識を持ちながら参加することが大切だと思う。 

⑤地引会員 

日々、ご迷惑をおかけして申し訳ありません。なかな 

か都合がつかず悔しい思いをしております。 

これからは増やしていこうと思う所存です。 

自分的に気持ちはあるけれども、うまく形にできてい 

ないと思う。 

もっと自分を出して積極的に相談等ロータリーを利用 

し、行動をおこしていかないともったいないと思う。 

⑥三宅会員 

奉仕活動も事業の成功無くしてありえない。自分は臨 

海 RC内では異色な存在かもしれないが、自分としては 

ロータリーというものがとても為になっている。人と 

の繋がりや心の繋がりがビジネスにも大切だと思う。 

今後も感謝の気持ちをもって社会やロータリーに恩返 

ししていきたい。 

⑦本多会員 

ロータリーに入り思うことは、色々な会社がある中で、 

大きい会社・儲かってる会社・社長が金持ち等々、違い 

があっても差があるとは思わない。 

それよりも、従業員はどうなのか？従業員をどれだけ 

成長させられて、どれだけ幸せにできて、そういうと 

ころに経営者としての差を感じてしまう。ロータリー 

で何を得るのかを大切にして欲しい。 

従業員の為に、社会の為に会社を成長させていく。 

社長だけが良い思いをしているようではダメ！そんな 

会社じゃダメ！ロータリーを通してそこを学んでほし 

い。 

 

【第 5グループ】 

2024年 6月 6日開催 

出席者（順不同・敬称略） 

寺田(リーダー)、柴田(サブリーダー)、大澤、須藤、 

大西、竹下、椎橋、福田(書記) 

 
ロータリーの家庭集会 

設立当初は、各家庭におもむき少人数で職業のお話し 

をする事だったが、時代と共に会員の飲食店などでや 

る事となりました。 

テーマ酒井会長のターゲット｢ロータリーを活用する｣ 

で今年を振り返って皆さんから意見交換をしました。 

①竹下会員 

初めての親睦委員長で親睦旅行を体験した。 

ロータリーの先輩と共に活動する中で勉強させて頂い 

た。自分自身も成長できた。繋がりの深さを改めて感 

じた。 

②椎橋会員 

キッカケは先輩の言葉、最初はロータリーは怖かった。 

事業に使って頂いて、繋がりの深さを感じ、さらに料 

理をこだわり、皆さんに喜んで貰えるように、市場に 

も行くようにした。 

さらに復興支援にも興味が出て被災地域の食材を使い 

皆さんと一緒に盛り上げていきたいです。 

アドバイス信頼が信頼を重ねて行く事が、ロータリア 

ンとして大事なこと。 

人との繋がりが社業をよくする・自分が成長する事が 

大切・縁を大切にする事・奥さんに感謝する。 

③大西会員 

オレンジボール、パラボール、河川敷の掃除などの活 

動に参加させて頂き、地域の皆さんから信頼を頂き、 

ますます成長できている実感を感じております。 

④柴田会員 

30周年のイベント行事など幹事を通してロータリーを 

活用させて頂いた年になりました。 

他クラブにも顔を出して、様々な話を聞いて日々勉強 

させていただいた。 

寿賀多さんももっとロータリーを活用してお客様を増 

やしてほしい。 

出会いを大事にする事はロータリアンとして大切な 

事。 

⑤大澤会員 

ロータリー生活の中で様々な事を学び、会長、副会長 

をやらせて頂き本当に心から感謝する事で自分も成長 

させていただきました。 

⑥須藤会員 

ベルリンの壁を壊れるのを事前に知っていた。 

ソ連の大使に可愛がってもらいました。 

中曽根さんの奥様にも大変お世話になりました。 

⑦寺田会員 

ロータリーに入って丸四年最初はコロナで例会ができ 

なかった。 

ロータリーで気づいた事、鈴木会員が須藤先輩に挨拶 

するのをみて、当たり前の事が出来てなかった事に気 

付かされた。皆が出来ない事が発見できる大変貴重な 

機会をいただける会だと感じている。 

<総括> 須藤会員、大澤会員 

ご縁が大切、ロータリーはそのご縁で信頼関係を気づ 

きお互いを高めていけるものである。 

社会奉仕に努め、ロータリー活動を通して、お互いの 

考えや社業を理解し、より発展に寄与できるものであ 

る、と感じさせていただきました。 


